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女子医大・東京医大ファミリーサポート室  http://www.twmu.ac.jp/w-support/family-support/ 

安心で安全な活動のためのスキルアップ研修会 ①２０２１年７月１４日（水）９:３０～１２:３０ 参加者６名

②２０２１年７月２２日（木）９:３０～１２:３０ 参加者５名 

会場：牛込消防署 普通救命講習会 

●ひとりに１体の乳児と成人の人形が用意され、

コロナ禍での救命方法を学びました。

今年度も保育サービス講習会は中止になりま

したので、単独で、２回に分けて、提供会員さんを

対象にした普通救命講習会を実施しました。少人

数で、十分な間隔をとって、心肺蘇生、AED、異物

除去、コロナ禍においての救命の注意点などを学

びました。提供会員は３年ごとに技能認定の更新

をして、安全な活動に努めています。 

▲習い事の送迎中。

●保育園とは入り

口を分けた病児保

育室も完備。

ゆっくりと落ち着い

て過ごせる環境で

す。

支援活動の継続に感謝します
２０１９年から２０２１年７月までを振り返って 

２０２０年１月、日本で最初の新型コロナウイルス感染者が出てから１年

半以上が経過しました。女子医大・東京医大ファミリーサポートでは、昨年４

月に最初の緊急事態宣言が発出された１ヶ月間のみ、公共交通機関の利

用を制限したものの、活動を中止することなく続けて参りました。 

コロナ陽性になったお子さんが２名、それにより濃厚接触者になった提供

会員が１名、コロナ陽性で活動を休んだ提供会員が１名。またワクチン接種

のためや副反応で活動を休んだ提供会員は５名でした。 

それでも通常の活動を休止せずに続けてこられたのは、会員の皆さまの

熱意と勇気のおかげです。ご協力に感謝申し上げます。 

学校の一斉休校 
最初の緊急事態宣言 

毎年夏休み 
８月は利用減少 



 

 

 

院内保育所紹介① 

2 

創立者の思いを胸に新たにスタート 
みどりの芝生に囲まれた 
暖かくて、のびのびした保育園 

東京女子医科大学 『やよい保育園』

▲陽当たりの良い暖かな空間で元気に遊べます。

女子医大の院内保育所は新しくなった東京女子医科大学彌

生記念教育棟（新校舎）内に、令和２年２月に移転しました。

それを機に、女子医大創立者吉岡彌生先生の名を冠して

『やよい保育園』となりました。 

▲『やよい保育園』の玄関で、佐藤所長

（左）とファミサポ室長の野原先生（右）。

▲保育室は全面緑の芝生
のお庭に面しています。

▲完備された病児保育室は、保育

園の隣にあっても、玄関は別々。細

かな配慮の上に運営されています。

保育園とは入り口を分けた病児保育室は心強い味方。隔離室も

完備しており、病気の時でもゆっくりと落ち着いて過ごせる環境

が整っています。【問い合わせ先：人事課】 

▲当直や夜勤の時には、ファミリーサポ

ートの提供会員さんが, 認可保育園と院

内保育所間の朝晩の送迎を担当するこ

とが多いです。



▲ファミリーサポート事業を担当する古屋
先生（左）と園長水山先生（右）

▲▼ダイバーシティ推進センター（旧医師・学生・研究者支援センター）が中

心となって、大学及び大学病院で働く全ての教職員が安心して仕事に専念

でき、子供たちが心身ともに豊かに成長できる保育園を実現させました。

▲大学病院の敷地内に

あるため利便性は高い。

▲光溢れる保育室。元気にたくさん遊んでね。

東京医科大学 『つくしんぼ保育園』

院内保育所紹介② 

今年６月にオープン！ 
親しまれてきた名前をそのままに 
広々とした、光いっぱいの保育園 
東京医科大学の新病院と同じ敷地内に、新しくオープンした『つくしんぼ

保育園』。名前は旧保育園で４０年有余年親しまれてきた『つくしんぼ』

を引き継ぎましたが、今度は４２０㎡と広く、定員は２４名。 

東京医科大学および大学病院で働く職員の子どもが利用できます。 

初年度はコロナ禍も考慮し、まずは１０名の月極保育からスタートして

いますが、来春からは夜間保育や病児保育も開始し、段階的に受け入

れ人数も拡大予定です。【問い合わせ先：人事課】 



▲ファミサポ通信の

カラー版はこちら。
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女子医大･東京医大ファミリーサポート室 
                     

〒
 
162-8666 新宿区河田町 8-1 東京女子医科大学内 ☎03-3353-8112（内線 41152） 

〒160-8402 新宿区新宿 6-1-1 東京医科大学 ダイバーシティ推進センター☎03-3351-6141(代) 

●受付時間：月～金曜日 9:00～17:00 直通☎：03-5369-9075 fax：03-5369-9081

▲ファミリーサポート室の電話・メールはこちら

●令和３（２０２１）年度のスケジュールについて

■一斉配信用のメールアドレスにご登録ください。（すでに登録済みの方は不要です）
メール登録をしていない方は fami-sp@tokyo-med.ac.jp  まで、件名にご自分のお名前を
入れ空メールを送ってください。上記のアドレスからメールが受け取れるよう設定をお願いします。

重要☛

▲保育サービス講習会は中止／▲女子医大祭と東医祭は中止

●スキルアップ研修会：１０月にオンラインで開催予定（詳細は後日）

【編集後記にかえて】●２０１１年４月にこちらにお世話になって１０年と５ヶ月。この度コーディネーターを交

代することになりました●登録をいただいた会員さんは６９６人（依頼会員３９８人、提供会員２９８人）。マッ

チングをして｢事前打合せ｣をしたのは６８２組。毎週１～２回はどこかの保育園やご自宅に出かけて可愛い

お子さんたちにお会いしていた計算になります。

●｢事前打合せ｣は会員さんのためだけでなく、コーディネーターの私にとっても大切なものでした。現地に

同行しておくと、名前は忘れても場所で思い出すことができます。後日何かあったときにすぐに駆けつけられ

ます。そして毎日、会員さんの活動の様子を思い描くことができます●悪天候の時はなおさらで、雨の中、子

どもを連れて行くご苦労を思い、提供会員さんはもちろん、時間に追われて出勤して行く依頼会員さんのこ

とを思うと、あぁどうか無事な１日でありますようにと祈らずにはいられませんでした。

●ファミリーサポートは兎にも角にも、提供会員さんの誠意と愛の賜です。依頼会員の皆さまは思いやりの

ある一生懸命な職員と学生の方々でした。会員の皆さまと関係者の皆さまに支えられ、助けられ、励まされ

てきた楽しい１０年間でした。本当に有り難く、心よりお礼申し上げます●ありがとうございました。（村田律子）

◆ファミサポ室のコーディネーターが変わります◆

９月から 
山森裕子（右）と 
山口千代子（左）が 
担当いたします。 

●ファミリーサポート室の場所が変わりました。

ファミサポ室は７/１９に同じ建物内で引越しました。同

じ１階の階段横の部屋になりました。また建物の名称が

本部棟から『学生厚生棟』に変わります。ここは今後、

学生の部室になるため、内装工事が始まっています。

●山口千代子（やまぐちちよこ）

長年新宿区ファミリー・サポー

ト・センターのアドバイザーを務

め、DD ユニットファミリーサポー

トのコーディネーターも経験して

います。よろしくお願いします。

●山森裕子（やまもりゆうこ）

女子医大・東京医大ファミリーサ

ポート室で村田とは２年半一緒

に仕事をしてきました。引き続き

皆さまのお役に立てるようがん

ばります。

 

▲新しいファミリーサポート室
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